
広報紙部門・市部

最優秀賞

三原市「広報みはら」（令和５年 12 月号）

■発行部数（年間発行回数）：37,000 部（12 回）

■担当課：広報戦略課

■連絡先：0848-67-6007

＝講 評＝

○特に興味深い特集で市民にも必要な情報が組まれていて広報紙の役割を果たしている。

〇イノシシ側から見たインタビューコーナーは面白かった。人間目線だけで駆除するのではなく、お互

いを知るのに、こうした崩した内容は興味を引く上で必要。

〇簡潔で読みやすい。堅苦しいとも感じず、データもしっかり織り交ぜて、説得力と目的のある文章に

なっている。

〇見た人が興味を持てるような大胆なデザインや写真の使い方は非常によい。全体的なデザイン力は高

いと感じる。

【担当者より（主な記事の掲載意図）】

全国的に有害鳥獣による被害が増える中、市民にその危険性と対処法を理解してもらう必要があると考

え、市内で目撃や被害の多いイノシシにスポットを当てた特集を企画しました。これまでの有害鳥獣に関す

る特集は、農業従事者へ向けた田畑の作物被害への対策が中心でしたが、世の中の状況を踏まえ、これまで

イノシシにあまり危機感を持っていなかった市街地の住民をターゲットとして、住宅地でできる基本的な対

策などを紹介しました。殺処分しなくてもいいように「棲み分け」として人ができる対策を重点的に紹介し、

あわせて最終項では、イノシシ目線のインタビューを掲載することで、市民に興味を持ってもらい、わかり

やすい内容で特集を構成しました。



広報紙部門・市部

優秀賞

東広島市「広報東広島」（令和５年７月号）

■発行部数（年間発行回数）：96,650 部（12 回）

■担当課：広報戦略監

■連絡先：082-420-0919

＝講 評＝

〇子育てについて多角的に丁寧に取り上げており、「このまちで子育てしたら楽しそう、色々なサポー

トが受けられそう」とイメージできる内容になっている。

〇簡潔にまとめられており、コーディネータや利用者、子どもたちなど様々な立場からのコメントがあ

るのでリアルに感じることができる。

〇特集ページがどこまでか、が一目でわかるパステルトーンのラインが好印象。ページごとの、子ども

とママ、子どもたちの笑顔をメインにした写真のメリハリが目をひき、ページごとの引き込みに成功

している。

〇紙面を通してデザインのコントロールがされており、読みやすい。

【担当者より（主な記事の掲載意図）】

東広島市は、安心して子どもを生む育てられるまちへ向け、妊娠期から学齢期まで、各ライフステージで

さまざまな施策に取り組んでいる。その中で、担当部署と検討を行い課題を洗い出した。課題解決に向けて、

本特集において①妊娠期から乳幼児期の子育て世代が支援事業を利用し相談するという行動変容につなげる

こと ②東広島で質の高い教育が受けられること、または質の高い教育を受けられる環境のまちでよかったと

感じてもらい、シビックプライドを醸成することをねらいとして、紙面構成を行うこととした。


